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と表せば an > 0が従う。次に {an}が単調減少である事を示して lim
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が一般的なようである。ここでは別の方法で考えてみる。
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となる。絶対値を取ると

|am − an| ≤
m∑

k=n+1

∫ k

k−1

∣∣∣∣1k − 1

x

∣∣∣∣ dx
=

m∑
k=n+1

∫ k

k−1

(
1

x
− 1

k

)
dx

≤
m∑

k=n+1

(
1

k − 1
− 1

k

)
=

1

n
− 1

m
→ 0

となり {an}はコーシー列故収束する。その極限を γと表し Eulerの定数と呼ぶ：
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この収束性を考えよう。上の不等式でm → ∞とすれば |an − γ| ≤ 1
n
は直ちに従う。次に

問題となるのは漸近形である。定義より
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での log(1 + t)の挙動を調べるのは自然であろう。テーラー展開を参考にして２次迄考え
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が成立する事が分かる。これより
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である事が分かる。
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